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二つの “耽心" : 白話 “耽心" (“擔心") の誕生




























































記》を経た後､ 《金瓶梅》そして《醒世姻縁伝》 《紅楼夢》 -と受け継がれる｡
2,三賓老爺一向壁土的是這個軟水洋｡ (《三宝太監西洋記》 21) (三宝太監様がずっ
と心配なさっていたのはこの軟水海です)
3,他店内房屋寛嵐　下的客商多,放財物不壁土｡ (《金瓶梅》 51) (彼の宿は部屋が
広く泊まりの商人も多いので､大切なものを置いても心配はいりません)
4,如今女婿出考,甚是墜史. (《醒世姻縁伝》 50) (今､娘婿が受験に出かけるのは
誠に心配です)








6,干嵯女今,無輿土耽｡ (《詩経》 (衛風)眠) (ああ女よ､男と遊んではいけな
い) '
毛伝:壁,楽也｡ (｢耽｣とは楽しむこと)



































































16,内作色荒,外作禽荒,生酒噂音,/峻宇彫増｡ (《警世通言》 19) (内では性欲に
溺れ､`外では狩りの遊びに夢中になり､酒や音楽の楽しみに耽り､立派な建物
で賓沢を極める)
17,因此君臣墜山水之楽,忘社稜之憂｡ (《愉世明言》 22) (そのため山水の楽しみ
に耽り､国家の大事を忘れた)
18,看他也是好華麗的^,怒不墜風月? (《型世言》 ll) (あの人はおしゃれな人だ
から､情事を楽しまないことがあろうか)
19,-　-又没公婆･-還有人服事,繊手不軌　安墜快活｡ (《型世言》 16) (-その上､
勇姑はいなくて-世話を焼いてくれる人がいるので､手を動かさずに済み､楽
しく暮らせる)
これらの例では"耽"が"酒" "山水之楽" "風月" (もちろん｢性的快楽｣のことであ
る) "快活"などの語と結び付いている｡しかし実はこうした用法を確認できるのは､特
定の文体または特定の作品に限られる｡











この傾向を確認するために､ 《元刊雑劇三十種》 (元代作品)と　《水子許伝》 《西遊記》




〔表1〕 "舵" ( "揺" )が伴う賓語(A) (苦痛に悩む"耽" ("塘''))
耽病塘病 ?襍?Hｵ?耽冷櫓冷 ?騁ｩ8It｢?v 倬ｩ?NB?
元刊雑劇 田?10 免ﾂ?2 ?B?.2 
明代後期作品 ??00 ??52 ??0.3 
型世言 ??10 ??01 ??.6 
〔表2〕 "耽" ("揺")が伴う賓語(B) (快楽にふける"耽" ("揺"))
耽楽塘楽 ?餾xﾈ?IYxﾈ?計 倬ｩ?NB?
元刊雑劇 ??00 ?? 
明代後期作品 ??00 ?? 
型世言 ??40 澱?.8 






























































20,行者道: "伯不有十三層哩Q"長老延着努倦道｡ (《西遊記》 62) (孫悟空が｢(こ
の塔は)十三層はありますまい｣と言うと､三蔵法師は疲れた様子で言った)
21,却説那園壬生病設軌　請唐僧見了｡ (《西遊記》 69) (さて国王は病気にかかっ
たままで政治をとるために出御なさり､三蔵法師とお会いになった)
22,悌母俄悔以后,分付教他折鳳三年,身墜噺疾｡ (《西遊記》 71) (仏母は罪を告
げてから彼に三年の夫婦の別離をさせ､体を病気に躍らせた)

























元代の動詞"dan"は､人間の活動上マイナスを示す語と結び付き､ "疾" "柄" "癒"












































"耽疾患" "耽患" "耽癒"を含ませた(肉体的疾患の類)｡同様に､ "耽飢"には"耽
餓" (飢餓感の類)を､ "耽冷"には"耽寒" "耽炎" (寒熱の類)を､ "耽憂"には
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